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 クルトゥルハイム聖堂
　クルトゥルハイム聖堂（写真1）は、千代田区紀尾井町の上智大学四谷キャンパス構内に

ある、ネオルネッサンス風を基調とした建物です。クルトゥルハイムと呼ばれるようになったのは

昭和になってからです。

　遡ること明治29～30年（1896～1897年）、この建物は、第2次松方内閣で陸軍大臣を務めた

高島鞆之助の自宅として建てられました。明治45年（1912年）、大学用地を求めていたイエズス

会は高島邸を中心とした土地を購入、旧高島邸はイエズス会修道院の聖堂として、カトリック

大学である上智大学の原点となりました。その後、関東大震災や第二次大戦中の空襲でも

被災から免れ、大学構内に現存する唯一の明治期の建築物として、当時の佇まいが今も残って

います。

　クルトゥルハイムは、ドイツ語で「文化」を意味するクルトゥルと、「館」を意味するハイムを

合わせたものです。現在も種々のミサ、坐禅、祈りの集い、卒業生の結婚式などに利用され、

その名のとおり長年にわたり「文化の館」としてカトリック文化を継承してきました（写真2）。

写真1
クルトゥルハイム聖堂（外観）

写真2　クルトゥルハイム聖堂（内部）

たかしまとものすけ
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小入谷・雲海（滋賀県高島市）
　小入谷（おにゅうだに）は、滋賀県と福井県の県境に位置し、毎年10月から11月頃にかけて早朝に雲海を見ること

ができ、訪れる人を魅了する絶景スポットである。

　雲海はその名のとおり、山頂などの高い場所から下を見た景色で、雲が海のように広がっている現象である。地

理的条件や気象条件が揃うことが必要なうえ、発生の仕組みを段階的にクリアした、ごく限られた時間帯にしか見

ることが出来ない。

　10月下旬頃には紅葉が見頃を迎え、雲海との神秘的なコラボレーションを一目見ようとカメラを片手に早朝に多

くの人が訪れる。国道367号から朽木渓流を分岐する旧鯖街道のひとつである標高約820ｍのおにゅう峠の林道を

抜けると、一面に広がる雲から、鮮やかに色づいた山々が浮かぶ幻想的な光景を目の当たりにできる。自然が生み

出す光景を味わいに、一度は訪れてみたい景勝地である。

＜参考＞
公益社団法人びわ湖高島観光協会「びわ湖高島観光ガイド」：https://takashima-kanko.jp/

アクセス
●JR安曇川駅から車で約70分


